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研究成果の概要（和文）：観光地に展開される言語景観に関して、主に日本語及び英語表記を中心に継続的に同
一地域の調査を実施した。それにより、変化する要素及び伝統的に引き継がれている要素に関して抽出すること
ができた。英語への誤訳の傾向、言語景観の展開から見えてくる社会の変化、また観光客に発信する地元店主の
意思などが表れていた。
意識的に革新を目指すような作家の文章ではなく、市井の景色の中にまで浸透した表現の中に記載者が自覚する
以前にも存在する文化的要素が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We conducted ongoing studies of the linguistic landscapes of the main 
streets of Nikko and Kobe. 
  As the results, we found not only accuracy issues such as mistranslations into English, but also 
that cultural elements are reflected in the messages from the community to tourists in the daily 
postings. In addition, we observed changes of the linguistic landscapes and thus  grasped local 
tourism through the linguistic landscapes.
 Even when tourists walk down the same street, they do not see the same things in the same way. 
While there are differences in interest based on country and age, the survey results also show that 
they get different impressions　by linguistic landscapes.

研究分野： 観光

キーワード： 言語景観　翻訳　文化　観光　インバウンド　アプリケーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
言語景観調査を通じて、日本文化の特徴的な表現方法などの具体的な展開が明らかになった。それに加え、自動
翻訳の課題、特に観光客が文化的地域を訪れた際に、異文化故に適切な翻訳が難しい言葉があること、周囲の景
観の中で掲示される言葉は書籍などの文章翻訳における文脈にあたる部分が周囲の情景であるため、適切な訳語
を選びきれない事態が頻出することがわかった。それらを受け、今後の調査区域における研究者らのアプリケー
ションに説明文の検討や位置情報など情景を加味する必要性を加えることができた。このような検討により、外
国人観光客が伝統付き地域を訪問した際の日本文化理解に資するコンテンツ作成の要素がより明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 （１）インバウンドの増加 
研究開始当時 2018 年は 2020 年に実施予定であった東京オリンピックを控え、外国人観光客

が増加していた。政府のインバウンド観光客誘致の方針も功を奏して海外からの旅行者が増え
ているだけでなく、YouTube や Instagram を利用した観光情報発信の研究も盛んであった（馬
強、2017①他）。 

 
（２）SNS などインターネットを通じた情報拡散の課題 
観光地に関して SNS にあふれるほどの写真が投稿されているにもかかわらず、ピンポイント

の建造物以外の情報の不足や歴史的情報の不足も見られた。それに対して、地元の商店会などに
よる文化発信もあったが、日本を訪れる観光客自身による情報の方が数の点で勝り、著名な寺社
からの情報発信は届くが、商店主などからの地元の細かな情報は埋もれてしまう傾向が見られ
た。門前町で暮らす人々の日常生活や日本の習慣などは漏れてしまう可能性がある。 
本研究実施の研究者らは地域の商店からの情報 Bluetooth を使用し、観光地を訪問した際に

その場で受け取れるアプリケーションを開発した（総務省戦略的情報通信研究開発推進事業
(SCOPE)「観光客の満足度向上のための情報提供技術の研究開発」2014~2016 年度及び、科研
17H02249基盤研究(B)・ICTによる観光資源開発支援：心理学的効果を応用した期待感向上2017
〜2021 年度）が、その過程で、沿道に展開されたアルファベット表記の不統一やコンテンツの
中に文化をつなぐ情報の提供が未だ不十分であることに気づいた。 

 
２．研究の目的 
（１）伝統的文化要素の現在：言語景観調査及び翻訳課題 

SNS の写真中心の情報で興味は文化理解に深まるのか。インバウンド観光客を増やすだけで
なく、日本の歴史・文化の深い理解を得てもらうためには、どのように説明したらよいのか。そ
れぞれの母語に翻訳する直訳がゴールではない。それだけでは伝わらない要素がある。実地調査
から始め、翻訳状況を確認し、あらためて歴史・文化・言語の本質に立ち返って、伝えるための
言語表現を検討するのが本研究の目指すところである。 
言語景観とは「道路表示，広告看板，地名表示，店舗表示，官庁の標識などに含まれる可視的

な言語の総体②」であり，公的表示，私的表示によって成り立っている(バックハウス、2005②)。 
我々の言語景観調査は主に私的表示、具体的には調査区域に並ぶ店舗の店頭表記を対象にそ

の内容と特に英訳に関して検討を行う。翻訳は発信者の意図のみでは、成り立たない。「2020 年
を前にして」と書いた場合、オリンピックが東京で開催されるという理解があって初めてその表
現が伝わる。情報受信者が前提を知らなければ翻訳しても相手に内容は伝わらない。伝統的な内
容に関してはこの状況がより顕著になる。かといって、情報受信者がわかるような説明さえあれ
ばよいのでもない。例えば「羊羹」を “Sweet Bean Jelly”と訳しても和菓子店主は納得しな
い。「羊羹」は「ゼリー」ではないと言う。 
伝統的な事物を他言語に翻訳する際は、ズレが生じる。これをどう扱うのか。可視でも課題が

あり、ましては、不可視の部分を含む文化は理解しにくい。歴史的背景への理解、習慣への理解
なしに突きつけられた文化は異物となる。この問題解決のためには、日本人の自らの歴史・文化
理解、また受容者としての外国人の持つ文化背景も考慮が必要である。本研究は以上のような課
題を持つ異文化コミュニケーションを研究課題とした。 

 
（２）展開アプリケーションへの翻訳成果の反映 

J R 日光駅から世界遺産日光の社寺に続く道筋に設置したビーコンを使用したアプリケーシ
ョンのコンテンツに上記の翻訳や文化的要素の理解に役立つ成果を入れ込む。 

 
（３）文化の継承 
言語景観調査を実施することでその経年変化を捉え、建造物に代表されるような特別の文化

的な遺産ではなく、市井の生活に溶け込んだ文化特性を掴み、それらの継続に資する要素を抽出
する。なお、調査に学生が参加することで若年層の文化理解と継承にも益する言語表現に関する
実証研究を目的とする。 
 
３．研究の方法 
外国人観光客と地元のコミュニケーションが課題となりうる歴史的地域として日光、その比

較対象として神戸に関する言語表現の現地調査を実施する。この２地域は、ともに観光地である
が、地勢、歴史的な位置付けにおいて異なる。墓所であり、伝承・伝統文化が生活に残り湯葉や
山椒という伝統的食品を名産とする地域と外国文化との融合が進み、食文化も神戸牛など、欧米
にも通用する地域の双方を比較することにより、文化の受容、コミュニケーションの有り様を多
角的に把握することが可能となる。観光地調査分析、通訳・翻訳についての理論的検討、ホスピ
タリティ、異文化コミュニケーションに関して知見を持つ研究者が共同し、相互の文化理解を深



める表現に関して研究を行う。具
体的には以下の手順を取る（図１
参照）。 
 

（１） 地元（日光・神戸）： 
 和食文化や文化財の翻訳など
からサンプルを抽出し、それがど
う表現されているか、言語景観調
査を実施する。また、ヒアリング
調査を行い、その背景・歴史に関
して考察を深める。 
 
（２） 外国人調査 

文化理解、情報不足に関するア
ンケート調査を実施する。（日光、
神戸） 
以上の調査を実施し、現状の翻訳
及び、文化的な理解に関して課題
をまとめる。 
 
（３） 通訳・翻訳についての理論的検討 
 言語の変換に関して自動翻訳も含め、どのような可能性があるのか、あるいはどのような課題
があるのかを抽出する。上記(１)(２)の結果を受け、理論面の検討と合わせる。分類検討した結
果から具体的な翻訳に関して近似的な文化表現を探す。すなわち、目標言語側で適切な認知の枠
組みを喚起できる翻訳、この具体的手法を開発する。 
 
（４） 翻訳を補佐する文化に関する説明の実装 
 自分と繋がり得る部分があって初めて人はそれに興味を持つ。多くの情報の中から興味のあ
る部分だけを聞き分ける脳の働き（カクテルパーティー効果）にも注目する。知りたいという欲
求をもたせる、また、風習も含め生活に根付いた情報を検討する。 
 
４．研究成果 
コロナという予想外の事態が外国人観光客への調査を厳しくしたが、各研究者が海外の言語

景観との対比を行い、観光協会担当者からのヒアリングや文書調査も含め精力的に活動を展開
した。 
 

（１）伝統的文化要素の翻訳および文化の継承 
日光及び神戸においては 2018 年から 2022 年までの経年調査を実施し、その変化や文化的相

違に基づく言語景観の状況を調査することができた。掲示内容、またその英訳の現状及び、英訳
の正誤のみでなく文化的な相違点、特徴点を具体的に明らかにした。その結果は、認知科学会に
おけるオーガナイズドセッション、国内外の学会における研究発表において研究者各自が発信
した。その内容は、言語景観、特に私的な店舗における掲示内容と英語表示にした際の誤訳の傾
向から日本人の英語習得に関するスペルミスの傾向や語順、主語の扱いなど従来から指摘され
ているものに関して、実際に裏付けるような結果が具体的に見られた。そこから始まって日光の
日常にある言葉でも日本では普通であっても翻訳に乗りにくい表現があることを確認した。 
また、当初の英訳以外に一部中国語に関して、日光の調査区域において中国人留学生が調査し

その課題を示す論文を執筆した。 
当初目的の（３）文化継承のための手法に至る前の課題の明確化に資する研究となった。言語

景観調査からは、日光の沿道に展開された掲示にある和菓子の命名や色（例：「青龍」は緑の饅
頭の名前であるが、英語圏の観光客（情報受信者）には”Blue Dragon”では意味がわからない
のと、美味しくなさそうというコメントもあった。）アジアからの観光客には「四神」を理解す
る人々もいたが、欧米からの観光客には神の名前の菓子には説明が必要である。また、店舗（情
報発信者）側も課題として持っている表現が商店会ヒアリングから具体的には判明した。科学成
分としては同じものであっても、酒屋が外国人観光客への酒の説明に「fruity」というと「米は
果物ではないからその表現はおかしい」という指摘をされた、陶器店では「蕎麦ちょこ」は上手
く訳せないので困るなどである。 
一方で「ゆば」が当初「Tofu Skin」と記載されていたのに 2022 年には多くの店舗で「YUBA」

と記載されるようになったのに代表されるように観光客がその土地に関して知るようになると、
使用される表現も日本の表記に従ってくる。それを考慮してもまだ、調査結果からは、特徴があ
る食に関しては翻訳課題が多く上がった。 
また、情報発信者と受信者が等価に翻訳できていると考えている場合でも、イメージを調査す

ると、欧米人と日本を含むアジア圏の一部（中国人・韓国人）では異なった認識を持つことがあ
る。「龍」と “Dragon”がその例である。 

図 1 本研究の検討方法 



2019年調査によると、日本人の中で
も「龍」の翻訳は “Dragon” で適切
と考える人は 79 人の調査結果の中で
は 63 人（79.7%）と多いが、具体的に
印象を尋ねると相違点が見える。
（Dragon の印象 :n=96, 龍の印象：
n=79.）（異なる回答者への調査）「強
い」、「大きい」は共通しているが、「神
聖だ」という項目は「龍」が 49.6%と 
“Dragon” 26.0％と比較して明らか
に高い。「美しい」の項目も “Dragon” 
15.6%と比べ「龍」の方が 25.3%と高い。
図２参照）。西洋流の龍は聖書にある
ようなサタンの化身という要素のあ
る一方、日光の沿道に展開される龍は
神の遣いである。これはしかし誤解と
して、改めるべきものとするわけでは
ない。人は自分が全く知らないものに
は興味を抱きにくい。知っている点があると思ったのに、違う、言い換えると Gap があるものに
新奇性を見出す。欧米の外国人観光客の中には沿道の一筆書きの龍を購入する観光客も多い。明
治 40 年発行の『栃木縣營業便覧』の中の調査区域には、観光客相手の飲食店や旅館が並ぶが、
このような一筆書きを店の看板商品とした記載は見当たらない。第二次大戦後の商品であり、外
国人観光客も「龍」のターゲットであることは商店ヒアリングからもわかる。 
 言葉のイメージの相違が観光客の興味を誘う。「龍」に関しては、外国人観光客は沿道の先、
世界遺産地域で僧侶の説明などから、日本流の Dragon/Ryu の新たな捉え方を理解するが、そ
のような説明がされないような前出の「蕎麦ちょこ」や「fruity」に代表されるような日常の日
本的なものの翻訳には課題が残る。言語景観として存在する掲示は長い口頭の説明とは異なり、
単語や文節の単位が多いからである。 
 
（２）展開アプリケーションへの翻訳成果の反映 
調査区域に（一社）日光市観光協会の協力を得て研究者たちが既に設置していたビーコンを使

用したアプリへの研究成果の反映に関しては、沿道の無電柱化に伴う一時的な設置街灯の入れ
替えにより、研究期間中の実施までには至らなかった。今後の反映を目指す。 
今回の研究の結果、日常的にある日本的なものに対する説明は沿道の言語景観の中に新しく

説明を入れ込むと言うには難しさがあることが確認された。観光客はその来訪目的としてある
寺院の僧侶による龍の説明を聴くようには沿道に展開される文章を歩きながら読み込むとは限
らない。またスペースも店頭では限られている。したがって、観光客が持つスマートフォンのア
プリケーション上に説明にたどり着くような部分を入れ込むことの必要性を改めて確認した。 
一方で、調査の中でスマートフォンを利用した自動翻訳からみた実際の街頭における翻訳の

限界を知り、論文発表も行った。沿道の表示（言語景観）は書籍などの文章の翻訳とは異なり、
多様な修飾語を含まず、その代わりに設置箇所、その周りの情景を文脈のようにとらえることで
初めて正確な翻訳が可能となる。沿道に展開される短い表示の翻訳にはその表示の場所も多様
な意味の中からその場にあった訳語を選択する１要素とする必要があること、自動翻訳にはの
りきらない文化的要素も世界遺産地域への道という伝統的地域における調査の中で目立ってみ
られた。 
以上のように、多言語化したアプリの英訳部分には、位置情報とのリンク、また色や伝統文化

が関わる語句に関しての説明パートなど、今後、展開中のビーコンアプリの英語訳のページへの
反映の際に留意すべき点であることが明らかになった。これが当初予定以外の大きな成果であ
る。 
 

＜引用文献＞ 
① 馬強,「観光情報学の最前線 -観光の分散化と個人化を促進する集合知活用情報技術」、情報

処理 58 220-2017, 2017 
② ペーター・バックハウス “日本の多言語景観”,真 田信治・庄司博史(編) “事典 日本の多

言語社会”, pp53-56, 岩波書店, 東京, 2005. 
 

 

図 2 龍と dragon のイメージ調査（％） 
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